
岡山県教育庁義務教育課学力向上担当の先生方へ
平成２９年１１月１０日 No.１１

各校におかれましては、全国及び県学力・学習状況調査結果から、児童生徒の実態を把握
（Reserch）し、取り組むべきことの焦点化(Target)を行い、改善プランを計画（Plan)して、全職員で
実践（Do）いただいていることと思います。
学校行事、対外試合や校内研究等で多忙な時期ですが、この時期に年度前半の取組の検証（Check）に

より、効果的であった取組を継続するとともに、残された課題解決のために、年度後半に重点的に取り
組むことを明確にし、指導に生かすことが児童生徒の学力を伸ばす上で重要となります。検証結果に基
づき、取組を改善（Action)し、学校全体で推進いただくよう、よろしくお願いします。
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検証のための資材
○各市町村が独自に実施する調査問題
○県教委作成の「秋チェック（秋季学力測定）
問題」

資材を用いて検証（Check）することが目的でなく、検証（Check）で把握した現状にど
う対処するかが大切です。自校における取組を振り返り、管理職とも相談しながら、学
校全体で徹底して実践することを明確にし、全職員に提案しましょう。

今年度調査で明確になった
本県の成果と課題

【小学校】
○全国調査において、全教科で全国平均と同等以
上になった。

▲経年的に苦手な領域は、低学年段階からつまず
きが見られる。

▲特に、算数の「割合」での改善が十分ではない。

【中学校】
○各教科における全国平均との差が縮小した。
▲国語の「書くこと」や、数学の「図形」は依然
として課題が見られる。

▲平日に１時間以上家庭学習を行う生徒の割合が、
全国平均を１０.４ポイント下回っている。

取組を改善する際に気を付けたい点
【小学校】
・低学年段階からのつまずき解消に向けた取組が
充実しているか。

【中学校】
・岡山型学習指導の「授業５」に基づいた授業改
善が進んでいるか。

・家庭学習について、課題量の平準化、意欲を引
き出す評価や返却方法等の工夫を図っているか。

【共通】
・課題が残っている領域等について、学年や教科
を超えて、効果的な指導に向けた取組がなされ
ているか。

検証結果に基づき、必要に応じて取組計画
の改善を図りましょう。
「何を」「いつまでに」「どのようにして」
「どこまで（達成するか）」を明確に！

Action

岡山県マスコット
「ももっち」

ＣＤ層の児童生徒の
つまずきを解消する
取組を進めましょう。


